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表4：海外体験型教育プログラム実施の流れ
???? ????
??
?????????
?????????
?????
??????????
?? ??
????
?????
????
???????
???????
???????????*
????*????????**
????*
???????????????
????????
??????????
?????????????? *
????????*
??????
?????????
???????????????????
????????????????*
?????????
??????????
????????????????????
*
?????** ?????**
?????
??
??????? ????*????????**
????
?????
????
???????
??????*
????? ?????*??????**
* フィールドスタディの場合
** インタ ンーシップの場合
概要
手続き関係  
1）手続きの流れ
　海外体験型教育プログラムを企画実施する際の大まかな流れは表
4のとおりである。事前手続きには、①渡航に関すること（航空券、
宿泊、ビザ、海外旅行傷害保険ほか）、②リスク管理に関すること（マ
ニュアル配布、安全・健康についてのオリエンテーション、緊急連絡
体制確認、緊急連絡先資料作成ほか）、③経費処理に関することな
どがある。プログラム実施中は、定期的に引率教員、参加者と連絡
を取り、安否確認を行う。プログラム実施後は、経費処理やプログ
ラムの振り返りを行う。これらの段階を念頭に、それぞれの組織で
必要な手順にそって準備をすすめるとよい。
　なおGLOCOLでは全学部・研究科の学生へ向けてプログラムを提
供しているため、各学部・研究科との情報共有がポイントとなる。そ
の情報共有の経路を明確にするよう心がけている。また、担当教員
と事務が密に連絡を取り、プログラムの進捗状況の共有を行うこと
で効率的に手続きを進めることができる。特に海外インタ ンーシップ
については、採用決定から渡航までの期間が短い場合もあり、選考
の段階から進捗状況を共有して、できるだけ学生のニーズに沿えるよ
う心がけている。
2）会計処理
　海外体験型教育プログラム、ここでは主に海外フィールドスタディ
（短期研修）を実施する際の費用について整理する。まず、プログラ
ムを企画する際には、支出項目とともに、各参加者個人がすべてを
負担するか、もしくは大学がその一部を負担するのかなど、費用を
誰がどのように負担するのかを検討する必要がある。GLOCOLでは、
プログラムによっては、全額を学生負担とする場合もあるが、概ね表
5のとおりに負担者を分けている。これまでの経験から、学生が負担
できる金額としては15万円程度がめどになると考えられる。
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リスク管理関係  
3）旅行形態
　海外フィー ルドスタディ（短期研修）を企画する場合、どのような旅
行形態で実施するかは、その各形態の特性を理解して選択する必要
がある。旅行業法で定められている旅行形態には「手配旅行」および
「企画旅行」があり、それぞれその内容や補償等は以下のとおりであ
る。
　　　　　　　　表6：旅行形態による相違点4
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＊企画旅行の日程中、旅行会社が手配を行わない期間については「無手配日」となり、特別補償の対象に
はならない。前後の旅行手配のみを旅行会社が行い、大学にて現地プログラムの手配を行う場合には、
プログラム期間中の事故対応は大学が「責任主体」として対応。
　大阪大学ではできる限り、受注型企画旅行とすることを推奨して
いる。受注型企画旅行の場合、旅行会社に旅程管理、旅程保証、
特別補償が義務付けられており、万一の際の対応が取りやすくなる。
一方、担当教員の個人的なつながりでプログラムが企画、運営され
表5：プログラム実施費用の負担者（GLOCOLの場合）
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4 特定非営利活動法人 海外留学生安全対策協議会（JCSOS）『海外留学生安全
対策協議会のご案内』p.16の表を引用し、「2011セ フートラベルセミナー」参
加時のメモをもとに加筆。
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ることの多い海外フィールドスタディでは、旅行会社では手配しきれ
ない内容も多くなるとともに、旅行会社に手配を依頼することで、宿
泊できるホテルが限定され、研修費用が高くなるといったマイナス面
や制限も生まれている。教育内容・効果とリスク管理のバランス、お
よび旅行会社以外で取りうるリスク管理体制等を総合的に考慮して、
旅行形態を選択する必要がある。
参考：各旅行形態のメリット／デメリット
　GLOCOLでプログラムを企画運営する中で感じたそれぞれの旅行
形態のメリット／デメリットは以下のとおりである。
表7：各旅行形態のメリット／デメリット
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4）ビザ
　ビザ取得の条件は、渡航先、参加する学生の国籍、現地での活
動内容によって異なる。よってGLOCOLでは、原則、参加学生自身
が責任をもって取得することとし、各自が研修先や大使館に確認して
手続きをするよう指導している。また、ビザ申請にあたっては、プロ
グラム参加証明書等が必要となる場合があるため、事務では学生か
らの問い合わせに応じて書類を作成し、配布している。基本的には、
事前取得を指示しているが（特に海外インタ ンーシップ）、到着ビザが
一般的なインドネシアなどでは渡航時に現地で取得している。
企画旅行と手配旅行の選択
（法的責任範囲・選択基準）
安藤 由香里
大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任助教
　大学が学生を海外に派遣するとき、全員無事に帰国することが最良
であることは言うまでもない。しかし、リスク管理では、何かあった場
合を考えることが重要となる。法的責任の観点から、大学が最善の注
意を払っていたかが問題となる場合がある。これを安全配慮義務と言
う。何かあった場合に、大学に過失があるかを判断する基準は、事前
にそのようなことが起こり得る可能性を予見できたか、およびそれを避
けるために適切な措置をとったかとなる。海外派遣の根拠となる日本の
法律は旅行業法である。原則として、旅行中の事故等に係る補償につ
いて、旅行業者は、手配を適切に行えば、旅行者の過失による事故等
の責任を負わない。この点、フランスやドイツ等とは制度が異なってい
る。ただし、旅行者の利益の保護を図るために、標準旅行業約款では、
特別補償規程を含む受注型企画旅行について定めている。企画旅行で
は、旅行業者の責任の有無にかかわらず、事故の日から3日以上通院
または180日以内に死亡・後遺障害・入院した場合、一定額の補償金 (特
別補償規定 )が支払われる。これに対して、手配旅行では旅行中の損
害について補償は一切ない。この点が、大学が学生を派遣するときに、
企画旅行を推奨する大きな理由である。また、企画旅行の中でも受注
型企画旅行が良いとされるのは、既製スーツかオーダースーツかの選択
に似ている。つまり、既成スーツはオーダースーツより安価だが体にぴっ
たりあわないかもしれない。オーダースーツは既成スーツより高価だが
体にぴったりあう。受注型企画旅行は大学の要望に基づいて作られる
ので、理想的な研修内容になる反面、高価となり、学生負担額が増え
る点が悩みどころである。そこでの選択のポイントは、絶対はずせない
点を押さえ、教育効果と価格の妥協点を見出すために、信頼のおける
旅行業者と調整することであろう。
コラム
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　また、これらの保険やサポートサービスを利用するにあたっては、
費用負担の問題もクリアしなければならい。大学では「事故対策費用
保険」や「危機管理サポートサービス」の加入費用を公費で支出するこ
とが困難な場合がある。GLOCOLも当初は不可であったが、大学が
加入する「国立大学法人総合損害保険」では補償が十分ではない旨説
明を行うとともに、無駄のない体制を検討することで、GLOCOL運
営費交付金での支出が認められた。ただし、学生の引率として公務
で渡航するにもかかわらず、引率教員の海外旅行傷害保険は依然個
人負担とせざるを得ず、引き続き課題となっている。
　このような保険、危機管理サポートサービスの利用を検討するにあ
たってまず大切なのは、大学がいざという時に備えてどのような体制
をとるのかを明確にすることである。緊急時にかかる費用と予想され
る支出、保険や危機管理サポートサービスに加入することの費用対
効果をふまえ、必要な時に迅速に動ける体制を検討しなければなら
ない。
     
5 第43回JCSOSセミナ 「ー海外派遣・研修における危機管理セミナー」（2013/11/8
実施）における酒井悦嗣氏（JCSOS顧問）談。
6 酒井悦嗣氏（JCSOS顧問）談（2013/12/25メール）。
5）加入すべき保険・危機管理サポートサービス
　海外体験型教育プログラム実施時に加入を検討すべき保険や危機
管理サポートサービスには、次の3種類がある。
表8：加入を検討すべき保険や危機管理サポートサービス
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* 事故対策費用保険は、保険会社やその商品によって、「オーガナイザー保険」や「旅
行事故対策費用保険」等と名称が異なる場合がある。
　「海外旅行傷害保険」は加入必須であるが、「事故対策費用保険」お
よび「危機管理サポートサービス」は、プログラムの旅行形態や実施
体制、大学が加入している他の保険内容も鑑みて、利用の有無を選
択する。なお、保険商品は、保険会社によって様々な組み合わせで
販売されているため、加入の際にはよく比較検討したい。
　それぞれ、加入を検討する際のポイントは以下のとおり。
表9：加入を検討する際のポイント
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* 海外旅行傷害保険は、リスクを共有する学生のグル プーは同一の保険会社を利用することで、万一の
場合の対応をスムーズにし、また最も必要となる治療・救援費用については額を指定することで、学生
間で補償が大きく異なる事態を避ける。
* 治療・救援費用について、2013年度までは「無制限」のプランに加入するよう指示していた。だが、処
理対応ノウハウをもった保険会社であれば、3,000万円を超えないとの報告 5もあり、海外旅行傷害保
険料負担を軽減するためにも、設定額については検討が必要である。
* 受注型企画旅行とするプログラムについては、緊急時の対応をスムーズにするため、旅行会社を通して
海外旅行保険加入手続きを行うことも一案である。その場合も大学にて、事故対策費用保険やサポー 
 トサービスの加入を検討する。なお、この場合は旅行会社の役割、義務、責任範囲と提供する緊
急対策の具体的内容を契約書上で明記し、確認しておく必要がある。営業担当者の言葉だけでは
実際の支援は受けられない。
* 保険会社を選ぶ場合は、大学のニーズに応えられるレベルの海外における緊急時のサービス体制と
機能の有無を確認する必要がある。1998年まではどの保険会社に加入しても違いのない時代であっ
た。全保険会社が同じ保険料率、同じ保険約款、そして事故が発生すると、関係する保険会社が
損害保険協会等に集合し、最も保険金額の高い保険会社が代表で事故処理を行い、各社の負担金
額を決めて同時に保険金の支払いを行っていた。しかし1998年からこれが許されなくなった。その
結果、各保険会社は独自の保険料率、独自の保険約款を定め、事故処理も独自のやり方で実施す
るようになっている。よって、同様の事故であっても保険会社により対処の仕方が異なり、判断も異
なる事例が出てきている。米国同時多発テロの際の死亡事故に対し「戦争危険であり免責」と判断し
た会社と、「戦争危険には当たらない、有責」と判断した会社との存在が一つの例である。この件は
その後、全保険会社が有責と決定して事なきを得た。それでは、派遣学生にとってどういう基準で
保険会社を選ぶことが良いのか。値段（保険料）を安くしてこれを売り物にしている会社、事故発生
時のサービス体制に力を入れこれを売り物にしている会社、その中間の会社等がある。大学と学生
にとって最もそのニーズに合った保険会社を自らの判断で選ぶ時代である 6。
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6）健康管理
　海外体験型教育プログラムのリスク管理において、安全面への配
慮とともに重要なのが、健康面での対策である。感染症、予防接種、
病気に対する予防・対処方法などの情報提供（セミナー実施等）や、
学生の健康状態の把握、学生自身の健康に対する意識向上が必要で
ある。GLOCOLでは、医師であるセンター長が「海外渡航時の健康
管理について」セミナーを行うとともに（詳細下記参照）、派遣前には
学生の健康状態を把握するため、回答任意で健康についてのアンケー
トを実施している7。また出発直前には、メールにて健康状態を確認
する。現地で体調を崩す原因は出発前の体調管理によるものも多く、
また日本から研修先国へ病気を持ち込むと参加者ならびに土地の
人々への迷惑がかかるため、出発前にも体調管理を促し、不安が残
る場合には渡航を中止するなどの対応を促している。また帰国後も、
潜伏期間の長い感染症もあるため、体調には十分に注意し、体調が
悪化することがあれば、すぐに医師にかかるよう指導する。特にマラ
リアに感染する可能性のある地域へ渡航していた場合には、医師に
必ずその旨を告げ、マラリアの検査を受けるよう促している。
　予防接種については、個々人の過去の接種歴、体調等によって必
要有無が異なるため、推奨として案内する。予防接種にかかる費用
は学生負担である。
　持参薬についても大学としては、消毒薬などの内服しない薬品の
みを用意し、内服薬等については、常時飲み慣れたものを自己責任
で各自が用意する。
【医師による海外渡航時の健康管理についてのセミナー】
　平成24年度から、医師である当センター長による健康管理につい
てのセミナーを行っている。専門家の立場から、海外感染症と予防
接種、食中毒、熱中症、下痢や手洗いのメカニズムなどについて情
報提供を行っている。目前の渡航のみでなく、今後学生が海外に出
て活動を行ううえで、非常に参考となる考え方を学ぶことができるよ
い機会である。
     
7 万一の場合に問われる「予見可能性」や「安全配慮義務」に対処するため、参加
者のアレルギーなど健康状態に関する情報の提出を個人情報に配慮しながら
義務付ける方がよいとの意見もある（大学教育における「海外体験学習」研究
会2013年次研究大会、分科会1「リスクマネジメントと学内体制」での齋藤百
合子氏談（明治学院大学国際学部准教授））。
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図3：海外渡航時の健康管理についてのセミナー配付資料
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7）リスク管理体制
　リスク管理はリスク発生予防とリスク発生時対応策に尽きる。
　企画、運営におけるリスク発生を抑える方法としては、旅行形態の
選択、海外旅行傷害保険への加入、危機管理サポートサービスの利
用検討などがある。参加者に対して実施するリスク予防としては、事
前学習やリスク管理マニュアルによる情報提供、アンケート等による
健康状態の把握などがある。
　また、リスクが発生した場
合に備える方法としては、連
絡手段の確保、連絡先の確認、
連絡体制の確立がある。また、
それらを資料として保管する
のみならず、実際に動ける体
制を築くため、組織構成員全
員が参加するシミュレーション
の実施を試みたい。直接的に
プログラムに関わる者のみな
らず、組織構成員全体での意
識共有が大切である。
表10：GLOCOLのリスク管理体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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図4：リスク管理
海外渡航時の健康管理について
大橋一友
大阪大学グローバルコラボレーションセンター長
コラム
　海外渡航時の健康管理は自己責任が原則
である。しかし、大学としては学生の健康へ
の最大限の配慮が必要となる。健康管理は
他のリスク管理と同様に事前学習が最も重
要であり、次いで派遣先での対応、さらに
は帰国後のフォローアップと続く。このコラ
ムでは渡航前と渡航中の注意点を少しだけ
述べることにする。
　感染予防には予防接種が最も重要である
にもかかわらず、日本人の予防接種の不完
全さは世界でも有名だ。学生の海外渡航時
にも大学側は接種の勧奨はできるが（一部の
ワクチンを除いて強制はできない）、接種費
用が実費ということもあり、必要な予防接種
をせずに海外に向かう学生も存在する。予
防接種の意義は自分自身の感染症を防ぐだ
けではなく、自分が感染した時に他者に感
染を拡大しないことが含まれる。幼少期か
らの予防接種が世界水準でなく、予防接種
に対する理解の乏しい日本の学生は、将来
的には海外から受け入れを拒否される時代
が来るかもしれない。たとえば、破傷風は
世界中のほぼすべての地域で感染する可能
性がある。日本では現在、破傷風のワクチ
ンは12歳前後に接種するが、その有効期限
は約10年である。20代半ば以降の学生は、
破傷風予防接種後10年以上が経っているた
め、海外派遣前にはワクチン接種は必須で
あることも覚えておいてほしい。
　旅行者下痢症は細菌やウイルスなどの微
生物の感染だけでなく、香辛料、油、添加
物などによっても発生する。下痢になった
ときは思い当たる食事の摂取をすべてやめ、
体調が戻るまで十分な水分補給を行う。さ
らに下痢の際に下痢止めを使うかどうかに
ついては慎重な配慮が必要なため、渡航先
の医療機関と相談してほしい。くれぐれも、
辛いものは大丈夫だなどと食事に困ってい
ないふりをし、下痢を隠して食べ続けないよ
うに。また、引率者も自分の経験をあまり
学生に強要しないようにお願いしたい。
　最後に保険加入の重要性について述べた
い。渡航先で病気や事故が起こった場合に
最も頼りになるのは保険である。海外では
日本とは医療制度や慣習が異なり、本人が
保険加入していない場合には、医療機関を
受診できないことがある。保険加入は自己
負担である場合が多く、加入の強制はでき
ないが、適切な海外旅行傷害保険を選択し、
加入することは重要である。
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学生海外派遣時の注意事項
安達大祐
大阪大学国際交流オフィス学生交流推進課 事務職員
コラム
　危機管理の詳細は「大阪大学・国際交流
等に伴う危機管理対応マニュアル」8を参照
いただきたい。本稿では先日参加した第41
回 JCSOS 9定例セミナ （ー関西）「海外派遣・
研修における危機管理セミナー」で講師10が
注意事項として強調されていた点を紹介した
い。
大 学・教 育 機 関 に お 願 いしたいこと
（JCSOS）
・学生が留学先選択前に、自ら海外安全
HPや候補地の大使館・総領事ホーム
ページをチェックすること
・海外旅行保険に加入すること
・大使館、総領事館に在留届を提出する
こと
・滞在中も、常に学生自身で安全確保に
努めること
・学生の健康状態に配慮し、留学先と情
報交換すること（必要な場合には、加入
した海外旅行保険会社と相談）
・日本国内の留守家族との連絡を適切に
行うこと
・休暇時の旅行先についても、十分注意
を払うこと
・特に外国に旅行する場合、留学先の支
援を受けられないので、予め留守宅に
は日程や滞在先などを伝えておくこと
　2点目について、参加者全員が同じフライ
ト、海外旅行保険を利用することで、万が
一の事故時の対応、補償に差が出てトラブ
ルに繋がることを防ぐ。5点目は、特にメン
タルヘルスに注意する。
　また、本学の危機管理対応マニュアルで
はP.11の「2. 派遣前に大学が想定すべき危
機管理対応費用」について、「本学の学生が
海外留学・研修中などに死亡、入院、行方
不明等になった場合、その対応費用、救援
者現地派遣費用、遺体移送費用などが補償
される「海外旅行事故対策費用保険」に加入
することも考えられるが、その発生頻度等
から当面その保険には加入せず、発生した
場合は適宜対応費用を大学として措置し対
応する。」と記載されているが、当課主催の
エセックス大学夏季語学研修プログラム等
では民間保険会社による24時間年中無休の
緊急事故受付サービスや事故対応費用補償
制度を利用している。
注
8 本学HP：
 h t t p : / / w w w . o s a k a - u . a c . j p / j a /
international/outbound/ja/international/
outbound/files/crisis.pdf
9 海外留学生安全対策協議会：
 http://www.jcsos.org/
10 外務省領事局海外邦人安全課　新保剛　
領事専門官
8）リスク管理マニュアル
　GLOCOLで実施する海外フィールドスタディでは、その科目の講義
の中で、リスク管理指導を行っている。また海外インタ ンーシップで
は、助成対象者に対して出発前に個別面談を行い、指導している。
さらに国際交流オフィスが全学へ向けて行っているリスク管理セミ
ナーへの参加も促している。このような授業、セミナーに加えて、以
下の内容を記載したリスク管理マニュアルを国ごとに作成し、プログ
ラム参加者に配付している（別添資料1）。
表11：リスク管理マニュアルの要素　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　リスク管理指導では、基本的に各学生が公的な情報にアクセスし
て、学生自身で調べるように指導する。それに加えて、担当教員より、
渡航先地域に精通しているからこそ分かる特別な情報（治安、衛生、
宗教、習俗等）があれば、必ず知らせておくことが必要である。ただし、
あまりに詳細に書き込んだマニュアルは学生の判断能力を育てる機
会を損なうばかりでなく、問題が生じたときに、情報が網羅しきれな
かったことに対する批判を受けかねないので注意が必要である11。
9）シミュレーション
　リスク管理においては、様々な体制やそれを記したマニュアルを
整備するとともに、それらが実際に機能するよう定期的にシミュレー
ションを行い、体制の見直しを行うことが大切である。
　GLOCOLでは、海外フィー ルドスタディ実施2年目となった2012年
度に、海外フィールドスタディが始まる直前の7月10日（火）に、旅行
会社および保険会社から講師を招き、センター長以下、全教職員が
参加して危機管理シミュレーションを行った。実施経緯としては、職
員が外部の危機管理セミナーへ参加した際、事故発生時のシミュレー
ションを体験し、実際に機能する危機管理体制、緊急時の対応につ
いて実際に動いてみることの必要性を感じたことからセンター内でも
実施することとなった。
　講師を依頼した旅行会社にとっても、大学におけるこのような危機
管理シミュレーションは初の事例であり、GLOCOLにおける課題を共
有して、どのような体制づくり、シミュレーション実施が考えうるか
を検討するところからのスタートとなった。
　この度は、地震発生を想定してシナリオを作成し実施した。目的
や方法は以下のとおりである。
     
11 参照：特定非営利活動法人 海外留学生安全対策協議会（JCSOS）『海外留学生
安全対策協議会のご案内』p.21。
目的：
既存の連絡網と対応チームの役割分担に即し、架空の海外フィー
ルドスタディ中の事故の際に、日本国内の各担当者がどのよう
に行動するかについてロールプレイを行う。これにより、既存の
連絡体制や役割分担の問題点を明らかにし、今後の議論のたた
き台とする。
方法：
対応チームを構成するセンター長、副センター長、国際交流課長、
国際交流課長補佐、担当教員①・②、担当職員①・②の役を割
り振り、ロールプレイを行う。模造紙の上に時系列で各自が何
を行うかを付箋紙に書き込んでいく。想定場面は以下のとおり。
主なポイント／留意点：
・マスコミ対応の広報窓口は一本化する。
・夕刊、朝刊等の各締切りに間に合う時間に、各社公平に記者
会見する。
・家族対応は1家族に1人が基本。
・家族待機、会議室用に近くのホテルを抑えるなどし、マスコミ
対応に配慮する。
・TV（CNNが情報最速）、電話回線を確保。
・年1回シミュレーションを実施すると効果的。
　この危機管理シミュレーションを行う中で、部局・研究科と大学本
部の関係、連絡方法が問題となった。大学本部の窓口が明確でない
との声があり、現在、検討が進められている。大学全体における危
機管理体制が整備された際には、国際交流オフィス、ほか関係部局
共同での危機管理シミュレーションの実施が望まれる。
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リスク管理体制構築において留意すべきこと
および危機管理シミュレーションの必要性
小峯茂嗣
大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任助教
コラム
　GLOCOLの海外フィールドスタディのよう
に、教員が複数の学生と海外の様々な現場
でプログラムを実施する場合、その現場や
活動の多様性ゆえに生じうるリスクもまた広
範なものとなる。そのようなリスクに対応す
るにあたって、その深刻度に応じて対応の
体制も変わってくる。軽度なものから重度の
ものまで、大きく以下のように類別しうると
考えられる。
A 　担当教員が現場で対応し、事後報告で
済むもの。
　学生の生命に別条のない軽傷や軽度の疾
病。携行品の盗難など。
B 　現場―部局―保険会社（企画手配旅行
の場合は旅行会社も）で対応するもの。
　学生が入院した場合、緊急搬送が必要な
場合など。
C 　Bと大学本体とリスク管理コンサルタン
ト会社で対応するもの。
　現地で大規模な災害に遭遇した場合な
ど。
D 　Cと在外公館も交えて対応するもの。
　現地で犯罪組織やテロ組織などに誘拐さ
れた場合など。
　まず、有事発生の際に迅速な対応が必要
であることは言うまでもない。しかしながら、
その迅速性を阻む要因は何か？それは判断
の速さに尽きる。通信手段の発達や、保険
会社のコールセンターが24時間対応してい
ることから、連絡が滞ることによるタイムラ
グは、相対的に低減していると言える。一方、
案件が重度になるほど、上記のように関係
者が増えることによる情報の錯綜や、どのよ
うな場合に誰が決定を下すかが不明確なこ
とによって、迅速な対応が取れなくなるおそ
れがある。
　海外プログラムを実施する際の危機管理
の最大のポイントは、ある事案が発生した
場合、その事案について上記のA ～ Dのど
の方針で対応するかについて現場担当教員、
部局、保険会社や旅行会社、コンサルタン
ト会社の間で、認識の共有ができているか
どうかである。現場で起こりうるリスクは無
数にある。それでも起こりうるリスクをある
程度類型化して関係者が共有することは不
可欠である。
　2012年度にGLOCOLで実施した危機管理
ワークショップもその一つであると言える。
いわば「避難訓練」のようなものだが、やる
とやらないとでは関与する者の意識は異な
るし、大学の関係者がそれを共有すること
は大きな意味があると考える。「頭の体操」
ができてなければ、有事の際に体は動かな
いのである。
図5：危機管理シミュレーションの場面設定
写真：危機管理シミュレーションの様子
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図6：危機管理シミュレーションの記録
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10）リスク事例
　海外体験型教育プログラムを実施する際に、どのようなリスクがあ
るのか。2010年から2013年にかけてGLOCOLで実施したプログラ
ムで、GLOCOLで把握している事例は以下のとおりである。これらの
事例は、派遣学生および引率教員からの報告、保険会社および危機
管理会社からの対応報告を集計したものである。
　派遣先国でテロやデモが発生した事例が最も多く、それに並んで、
医療機関の受診が多くなっている。その他トラブルには住居の水漏
れ、銀行口座からの不明預金引き出しなどがある。それぞれの事例
に対する主な対応方法は図7
のとおりであった。
　幸いこれまで、大事に至る
ような事件・事故等はなくプロ
グラムが進んでいるが、以下
に主な対応事例を3つ紹介す
る。
　その他の事例は別添資料2
にまとめている。
図7：リスク事例に対する主な対応方法
表12：GLOCOL海外体験型教育プログラムで発生した事例
（2010-2013）
図7：リスク事例に対する主な対応方法
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???????
1/17???18:26? ???GLOCOL???ML? ??????????????????
?????????????????
???????????
1/17???18:54	   ???????? ?????????????????
?????	  
1/18???7:42	   ???GLOCOL???ML? ??????????????????
??????????????????
??????????????????
?????????????????
?????????????????
???	  
GLOCOL???????? ?????????????????	  
1/18???8:12	   ???????? ????????????????
?????????	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1/18???8:50? GLOCOL?????????????
?????????????????
?????????
1/18???9?15? ????????????
???A?GLOCOL???
???????????1??????
?????????????????
?????????2???????
?????????????????
???????????GLOCOL???
????A??????2??????
?????????
1/18???9:20? GLOCOL?????????????	  
?????????2???????
?????????????????
????????????????
??????????
GLOCOL????????A? 2???????????	  
????????????????
B??????????????	  
1/18???9:56	  
	  
GLOCOL???GLOCOL??
????
????	  
1/18???10:05? ???????GLOCOL?
? 
??????????????????
?????????????????
????????????????
????????????
1/18???10:10? GLOCOL????????
???
??????????	  
1/18???11:10? ???????C?GLOCOL
???ML?
?????????????????
???????	  
??C??????????????
?????????????????
??????????????????
?????????????????
1/18???11:31	   ???????B???? ????????????????
??????????????????
???	  
1/18???13:09	  
	  
????????????
GLOCOL????
??????????????????
?????????????????
??????????????????
?????????????????
??????????????	  
1/18?????? ?????????GLOCOL????
?????????????????
?????????????????
??????????
1/18???18:34? ???????C?GLOCOL
????
??????????????????
?????????????????
??????????????????
?????????	  
1/31???? ???????C?GLOCOL
????
???????C?????????
??????????????????
??????????????????
??????????????????
?????????????????
??????????????????
?????????????????
?????????????????
?????????????????
??????????????????????????????????	  
????????????????????	  
?????????????????????????????????????????	  
??????????????????????????????????GLOCOL?	  
	  	  2????????????	  
???????????????????????????????????????	  
	  	  ?????????????GLOCOL?????????????????????	  
	  
???????????B???????????
????????????A?C?D?
?????????????
?????GLOCOL??????????
? ????????????
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詳細
手続き関係  
・募集要項
　募集要項を作成する際には、以下の基本的な項目に加え、事後の
手続きをスム ズーに行うため、考えうる注意点も付記している。
表14：募集要項記載事項
???????????
??????
??????
?????
?????
?????????????????????????????????????
?????
???????
????????????
?????????
???????????
???????
???????????????????????????????????????????????????
?????????????
?????
???????????????????????????????????
????????????????
???????????????????????????
????????????????
???????????????????????
??????????
??????
?????
?????
?????
????
???????????
?????
????
?????
?????????
????????????????????
?????????????????
???????
?????
???????????????????????
????????????????????????????????????????????????????
?????????????
参考：プログラムの途中離脱について
　海外フィールドスタディにおいて、GLOCOLでは、原則として、途
中離脱は認めていない。担当教員による引率の範囲は、実習地にて
集合した時点から、実習地にて解散する時点までとするが、参加学
生は全員同一行程を基本としている。ただし、やむを得ず特別な事
由*があって学生から申し出があった場合は、担当者が対応を協議
し**、承認を得たのち、プログラムへの参加を認める場合がある。
* 個人事由は認められない。認められる可能性のある例としては、実施プログラム
に関係する追加調査、研究等。その場合には、連絡手段を確保する等指導する。
**一部不参加の可否や代替措置を検討する。
・申請書
　誤記や記入漏れを防ぎ、回収書類から他の書類を作成する際の作
業効率を上げるため、GLOCOLウェブサイト上に応募フォームを作成
し、そこからデータ入力・送信させるようシステムを構築した。デー
タ送信後は、プリントアウトした用紙に指導教員の印鑑をもらい提
出させることで、派遣学生の周知、辞退者がでることを防いでいる。
フォームは日本語、英語両方用意している（別添資料3参照）。また、
申請書には以下の確認欄を設けておき、事後の手続きをスムーズに
行えるよう工夫している。
・国費留学生かどうか
・他の奨学金を得ているかどうか
　国費留学生の場合は渡航手続きや助成金支給に注意が必要であ
り、また他の奨学金を得ている場合も規程上問題がないかの確認が
必要である（p.44助成金支給参照）。
・参加決定後の手続き
【学生所属学部・研究科への連絡】
　GLOCOLは全 学部・研究 科の学生を対 象に、学生から直接
GLOCOL事務へ応募書類（指導教員の承認は必須）を提出するかたち
でプログラム参加者募集を行っている。よって、参加者決定後、参
加する学生が所属する学部・研究科へ、参加学生氏名、参加プログ
ラムと期間を通知する。それと同時に、派遣期間中の緊急連絡先（担
当係、担当者名、職名、電話番号、メールアドレス、時間外の連絡先）
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を照会し、緊急時の連絡経路を確認する。なお出発前には所属学部・
研究科へ緊急時連絡先資料を送付する。
【学生への連絡】
　学生へ向けては、決定通知とともに事務手続きの案内を送付する。
プログラム参加確認書、誓約書の各様式は別添資料4、5を参照。
表15：配付／提出書類リスト（海外フィールドスタディ）
?????????
?????? ?????
???
????????? ?????????
??????????
???URL????
???????????????
???????????? ??25??????????
http://www.glocol.osaka-u.ac.jp/fieldo/fieldstudy_25.
html
??????????? S????
???????????? S ??25?? ????????
http://www.glocol.osaka-u.ac.jp/fieldo/fieldstudy_s25.
html
????? ?????????
??? ?????????
?????????? ?????????
??????? ????
??? ?????????
????? ?????????
?????
??????????? ?????????
??? ????? ?????????
?????? ???
???
??????? ???GLOCOL????????
?????????? ???URL?????????????GLOCOL????????
????? ???GLOCOL????????
??? ???GLOCOL????????
????????? ????? ????????GLOCOL????????
???
????? ???GLOCOL????????
2???????
?????????? ???GLOCOL????????
2???????
表16：配付／提出書類リスト（海外インターンシップ助成）　　　　　　　　　　　　　
?????????
?????????????? ?????
????
?????
???URL????
http://www.glocol.osaka-u.ac.jp/fieldo/internship_25.
html
????? ?????????
??? ?????????
????????? ?????????????GLOCOL??????
?????????? ?????????
????? ?????????
?????
??????? ?????????
??????????
? ?????????
????
????
????? ???URL??????????????GLOCOL????????
????? ???GLOCOL????????
??? ???GLOCOL????????
????????? ?????????????GLOCOL????????
??????? ?????????????GLOCOL????????
??????????? ?????????????GLOCOL????????
??????????
?
?????????
????GLOCOL????????
?????????? ?????????????GLOCOL????????
????? ????
???? ?????????????????
????????????1??????????????
????????????????????internship_
contact@glocol.osaka-u.ac.jp?
????? ?????
???? ????? ?????????
????
????
????? ???GLOCOL?????????2???????
?????????? ???GLOCOL?????????2???????
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留意点：
　学生から書類を受け取る際には、提出された情報で本当に緊急時
に対応できるかという視点をもって確認する。特に留学生の場合には、
緊急連絡先を注意して確認する。通常2か所記入させているが、そ
の場合、1つは日本国内をもう1つは母国等にいる家族等関係者の連
絡先を記入させている。さらに、居住国、使用できる言語、日本語・
英語以外の言語でしかコミュニケーションが取れない場合、どこを介
せばご家族等関係者と意思疎通を図ることができるか、連絡方法に
ついても確認している。
・助成金支給
　GLOCOLでは、海外フィールドスタディプログラム参加者および海
外インタ ンーシップ助成採用者に、渡航にかかる費用の一部補助を
行っている。使途は問わず、旅費の一部補助として処理する。ただし、
国費留学生の場合には、文部科学省から得る奨学金以外の奨学金
授与が認められていないため、航空券代実費の一部補助として支給
している。よって、渡航先によっては支給できる額も他の学生と異な
るため、事前に十分に説明をしておく必要がある。また、月1回定め
られている在籍確認に留意するよう学生へ指導し、学生が不利益を
こうむることの無いよう注意する。
　また、GLOCOLでは、より多くの学生へ助成の機会を与えるため、
学内の他の部局からの助成については、以下のとおりルールを定めて
いる。
海外フィー ルドスタディ：
　8万円未満であれば、他の奨学金との併給は可。
　8万円以上奨学金を得ている者は、支給不要と判断する。
海外インタ ンーシップ／海外プレ・インタ ンーシップ：
　助成対象となるインタ ンーシップについて、学内の他の奨学金との
併給は不可とする。
参考：留学生への助成金支給
　留学生の区分としては国費留学生／私費留学生があり、国費留学
生の場合には助成金支給に注意が必要である点についてはすでに記
述した。それに加え、私費留学生の中にも日本学生支援機構（JASSO）
　　　　　　表17：留学生区分および助成の制限　　　　　
???
??
????
??????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????????
???????????????????????????????
?????????? JASSO??????????????????????????????
http://www.jasso.go.jp/scholarship/shoureihi.html
????
?????????????????????90,000?????????
?????????????????????????????????????????
????
????????????????????????????????????????????
?????????????????????????????????????????
?????????????????
??
?????????????????????
???????????????????????????????????????????
????????
????????????????
?????????????????????????????????????????????
?????????????
???????????????
??????????????????????????????????
????????????????????????????????
??????????????1?????????????
??????????????????????????????????????????
????????????????????????????????????????
?????????????????????????
????????????
??????????????????????????????????????? 
   ???????????????
??????????????????
????????????????
?????????????????????????????????????? 
   ?????????????
???????????????????????????????
「私費外国人留学生学習奨励費給付制度」対象者が多数存在し、こ
の場合も助成金の支給に制限があることに留意する必要がある。
【プログラム実施における対応】
・応募要項の助成に関する記述は、「一部助成あり」などにとどめる。
・募集要項に、「私費留学生：いずれかの団体から奨学金を受給し
ている場合は、受給している奨学金の支給要件を要確認」「国費
留学生：事前に要相談」の旨、記載する。
・応募書類に、「留学生の場合：私費・国費」を申告させる欄を設け
る。
・応募者に「国費留学生」が含まれる場合は、応募があった段階で
担当係（学生交流推進課）へ相談する。
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・経費処理
　プログラム実施にかかる費用は原則、請求書払いで対応する。し
かし、やむを得ない場合には、担当教員の立替払いを認めている。
海外フィールドスタディ実施にかかる費用の精算にあたり、GLOCOL
における必要な書類や処理方法は別添資料6のとおりである。現地
で署名が必要なものなどは事前に揃え、事後の処理がスムーズにな
るよう対応する。
　また航空券代、宿泊費等参加学生が負担する費用について、その
支払いは原則、参加学生自身が直接業者と行い、担当教員との間に
金銭の授受が無いよう注意する。
　プログラム実施中に緊急事態が発生した場合、急に現金が必要に
なる場合もあるが、その費用を誰がどのように負担するかは依然明
確ではなく、課題である。
・業務委託契約
　受注型企画旅行にした場合など、現地手配を旅行会社（もしくは現
地NGO等）に委託した場合には、業務委託契約を結び、処理を行う。
　海外フィールドスタディのプログラム内容は、通常の旅行とは異な
り特殊であり、担当教員個人のネットワークによって成り立つプログ
ラムも少なくない。そのような場合に、どのように旅行会社との協力
体制を組むか、担当教職員、旅行会社、現地担当者との間で、密に
連絡を取る必要がある。双方にとって、よりよい形を探る努力が必要
となる。
経費処理の留意点
深井 明
大阪大学国際交流オフィス国際交流課国際連携係長
コラム
　私は17年前に阪大に事務職員として採用
され、様々な文系理系の部局を2 ～ 4年間
隔で渡り歩き、GLOCOL事務担当となって
もうすぐ2年になる。
　GLOCOL海外体験型教育プログラムの実
施に要する経費は、大阪大学に配分された
運営費交付金の予算で支出するため、国立
大学法人会計基準並びに大阪大学の会計
ルールに従って会計処理を行うことになる。
　経費の内容は、例えばSDカードといった
単純な物品購入から、コーディネーター、
通訳、宿泊手配、車両借上が複数混在する
ものまで様々である。また、さまざまな国の
伝票（インボイス）を直接扱うことがユニー
クである。国によって商慣習が異なるため
フォームが異なり、時には現地語でのみ記
載されている伝票もある。また、伝票など
の書類が届くのが遅い場合や確認に時間を
要したりして、月次決算の〆切に間に合わな
いこともある。
　処理に苦心した経費の中から、1つのケー
スを挙げる。
・パラオFS ／一般家庭の農園を見学し、農
園で収穫した野菜や海で採集した甲殻類を
使用して調理した伝統料理を試食し、説明
を受けるといった研修にかかる現地協力者
の謝金
　単価の算定根拠としては、食材、調味料、
燃料等の調達に要した実費に、一連の作業
（農作業、採集、調理、説明等）に係る人件
費を含めたコストを算定基礎とするのがもっ
とも適切であると思われるが、現実的に野
菜の播種から収穫までの手間賃や肥料がい
くらかかったかを調べるのは不可能である。
また、パラオには物価資料はおろか、食料
品店のチラシといった市場価格を反映する
資料も存在しない。こういった事情の中で試
行錯誤して採用した方法は、料理に使用し
た食材の店頭価格を基準とするというもの。
具体的には、引率教員に店頭に並んでいる
野菜の写真を撮ってもらい、そこに写ってい
る値札を根拠とした。目分量でしかなく、料
理に使用した量とも一致しないが、これが
限界と判断した。人件費が一切考慮されて
おらず非常に低い単価となってしまうが、引
率教員が現地協力者と交渉のうえ、パラオ
政府が規定する最低保証賃金を下回らない
範囲で了承いただいた。事前の準備も含め、
現地協力者のご厚意に助けられたプログラ
ムであった。
　FIELDOのプログラムはGLOCOL教職員が
工夫をこらして毎回新しい試みが取り入れら
れており、経費に関しても常に何かしらイレ
ギュラーな要素が加わる。個々の金額は少
額であるが、既存の会計規程や運用との整
合性を考えるプロセスは、大変ではあるが
クリエイティブである。旅行事故対策費用
保険料や現地コーディネーター謝金の処理
等、経理事務処理の応用の幅も広がり、他
部局の海外派遣プログラムにおける経費処
理にあたりモデルケースにされる機会も増え
ている。一方、匿名のアンケート調査に対す
る謝金や非識字者が経営する露店での買い
物など、証拠書類の取得が事実上不可能な
取引は説明が困難な事例であるが、引き続
き経費処理の可能性を検討する予定である。
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企画公募型のプログラム構築の課題
敦賀和外
大阪大学グローバルコラボレーションセンター特任准教授
コラム
　結論から述べると、海外体験型教育プロ
グラムを企画実施する際の大学と外部アク
タ （ー旅行代理店もしくはNGO）との関係は
発展途上であるが、今後益々その重要性は
増していくであろう。
　本ブックレットでも触れられている通り旅
行形態には手配旅行と企画旅行がある。企
画旅行も募集型、受注型に細分化（表6参
照）され、受注型は大学の希望を踏まえた
オーダーメイドの企画旅行である。「企画公
募型」企画旅行とは、大学側が一定の方針
を定めるものの、研修内容及び渡航先も含
めて企画案を外部アクターより募り、選考、
委託する形態を指す。その場合論点となる
のは、研修内容の構築をどこまで外部に委
託すべきかという点であろう。多彩な研究分
野を有する大阪大学において全学的な教育
プログラムの提供を使命とするGLOCOLで
は、プログラムも多種多様でなくてはなら
ない。GLOCOLでは国際経験豊かな教員が
多くのプログラムを立案しているが、所属教
員だけですべてのニーズには応えられない。
他研究科と協力して実施しているケースもあ
るが、海外体験型教育の需要が高まるなか、
学外で実績を有するアクターと連携し多様
なプログラムを構築することも選択肢のひと
つである。私見ではあるが、大学の海外体
験型教育プログラム構築にとって重要なこと
は、全て自前で企画することではなく、与え
られた条件下で最適なプログラムを学生に
提供することであると考える。そのためには
外部アクターのリソースを活用し、その大学
にとって適した企画を選ぶ「ソムリエ」的役割
を教員が担う必要もあろう。
　他方、外部アクターにとっても、大学から
委託されるプログラムを企画することは容易
ではないであろう。研修内容、訪問先、旅費、
安全管理の点において、観光や企業研修と
は異なる視点が求められる。旅行代理店も
しくはNGOだけで実施できる研修は、学生
個人が自己判断で参加すればよいのであっ
て、大学主催プログラムである必要はない。
大学のプログラムとして実施するからには、
大学の方針や教育目標にあった内容である
必要がある。この点についてはまだ発展の
余地があろう。そのためにも大学と外部アク
ターが協働しながら将来を担う学生たちに
最善の海外体験型教育を提供していく必要
がある。
リスク管理関係  
・担当教職員の設定
　GLOCOLで実施する海外体験型教育プログラムの日本国内での待
機体制としては、常に担当教員2名、担当職員2名を設定している。
複数のプログラムが同時進行するため、プログラムごとではなく、期
間で区切って担当する。
　待機担当教職員①は公用携帯電話を所持している。緊急時対応の
可能性を考え、担当教職員は日本国内にいるものとし、海外出張等
ある場合には代理をたてる。
表10：GLOCOLのリスク管理体制（再掲）　　　　　　　　　　　　　　　
?????????IS? ??????????FS?
???? ????
????????????????
????????????????
???????????
?????2?
?????2?
?????2?
?????2?
?????2?
????
??????
??1?
??1??FS????
??????
??1?
??1??IS????
???????
????????????????
????????1???1???
?????????????ML??
????????
1?1?????????????
??????????ML????
??????
????????
?????????????
?????????????????????????????
?????????????????????????????????
????
????????????????
???? GLOCOL???????????????TV??????????
???????? ??????????????????????????????????????????
??? 24????????????????????????????????
【体制】
GLOCOLで海外へ学生を派遣する際には、担当教員2名、担当
職員2名を設定。
待機担当者①は公用携帯電話を所持し、緊急時には対策チーム
の一員として対応。
待機担当者②は公用携帯電話を所持しないが、緊急時には対策
チームの一員として対応。
待機担当者は緊急時、救援のため現地に渡航する可能性もあり。
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　平常時は、いずれも定期報告を気にかけておくのみで、その
他の対応は不要。
【第一報連絡先】
・定期連絡、緊急でない問い合わせは、担当事務①宛に行う。
   電話等がつながらない場合には、担当教員①宛に行う。
・緊急連絡は、対応判断を瞬時に行うため、担当教員①宛に行う。
   電話等がつながらない場合には、担当事務①宛に行う。
   ただし、場合によっては直接センター長へ連絡する。
【緊急時連絡経路】
・担当教員①は、1.センター長、2.担当事務①、3.当番教員②
へ連絡する。
・センター長は副センター長に連絡する。
・担当事務①は1.課長、2.担当事務②に連絡する。
・課長は課長補佐に連絡する。
・連絡手段の確保
　渡航先では、必ず連絡が取れる手段を確保する必要がある。携帯
電話の所持を検討することになるが、その場合の選択肢は以下のと
おり。
表18：現地での連絡手段
???????
?????????
??????
???????????
??????
?SIM???????
??SIM?????
??????????
???? ?????????? ???????????????????????????? ????????
?????
??????????
????????????????
???????????????
????????????
????????????????
???????????????
???????????????
???
??????????
　GLOCOLでは、様々検討の結果、海外用携帯電話本体を1台購入し、
各プログラムで活用している。SIMカードやプリペイドカードを購入す
る際には、それらの使用が公務のみであることを示すため、以下の
ルールに従うことを定めた。
・最低限の金額ずつ課金すること。
・プログラム終了後はSIMカードを事務が回収すること（公務の
みでの使用を証明するため。通話明細は不要）。
　また、現地携帯電話もつながらない場所（GLOCOLでは、タイの山
岳民族の村、モンゴルの草原などの例があった）に滞在する場合には、
非常用として衛星携帯電話をレンタルしている。
・緊急連絡先資料
　海外体験型教育プログラムを実施する際には、プログラムごとに、
必要な情報を一つのエクセルファイルにまとめて管理している。また、
それらを活用して、プログラムごとに担当教職員用および学生および
ご家族等関係者用の緊急連絡先資料を作成している。効率よく作成
できるよう、事前に派遣が決まっている国の大使館情報、国番号な
どをリストにして用意している。詳細は別添資料7、8を参照。
　現在GLOCOLで使用している資料は、緊急時必要となる連絡先は
概ね盛り込めているが、実際にどの順番で、どこまで連絡すべきな
のかが曖昧である。今後はその連絡系統を分かりやすく示すことが
課題である。またどの危機レベルでどこまで連絡するのかの判断基
準も必要である。緊急時の連絡先チェックリストを作成するなどして、
あわただしい緊急時でももれなく対応できるよう、対策を講じておく
ことが必要である。
・緊急時対応情報
　GLOCOLでは、海外フィールドスタディ実施時には、派遣先地域
でどのような危険が存在し、また緊急時にどのような対応を取る必
要があるのかといった危機管理情報を引率教員および待機担当教職
員間で共有している。担当者が出発前に顔を合わせて打ち合わせる
ことができれば一番良いが、時間的に難しい場合も多いため、以下
のような項目で資料を作成し、共有することにした。引率教員は現
地の事情に詳しいことが多いが、待機する教職員は現地の状況が想
像しづらい。そのため、特にどのような点に気を配っておけばよいか
の情報が少しでもあれば、待機中の心構えが違ってくるのではと考え
ている。
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表19：緊急時対応情報
??????
???
???????
?? ?????????????????????????????????
?????????????
??????????????????????
????????????????????????????????????
???????????????????????????????????
????
・緊急時対応資料共有
　海外体験型教育プログラムを実施するにあたり作成した資料は、
GLOCOLでは以下のとおり関係者間で共有している。
表20：配付先／配付資料リスト
※FS：海外フィールドスタディ、IS：海外インタ ンーシップ
??????
????FS?
???FS?
??????FS/IS?
???????????????
????????????
???????????
?????????
????
??????FS/IS?
???????????FS/IS?*
????????????????FS/IS?
GLOCOL???????????????IS?**
????FS?
????????????FS/IS??????FS?***
*     カードサイズで作成し、ラミネートして配付。 
**   学生を通してインタ ンーシップ受入先の担当者へ配付。
*** 学生を通してご家族等関係者へ配付。
GLOCOL???
????FS?
??????FS?
??????FS/IS?
??????????
????FS?
??????FS?
??????FS/IS?
??????????????????????????????????
????FS/IS?
　事務室内に書類共有フォルダを置き、主担当者がいない場合でも
緊急時対応可能であるよう書類を整えておく。緊急連絡先資料は、
作成するだけでは役目を果たさず、現地と
のラインがしっかりと確保され、設定した
体制が機能することが重要である。また、
直接の担当者以外も緊急時の対応を理解
し、万一の場合に適切な行動がとれるよ
う意識統一を図っておくことも必要である。
なお、留学生が含まれる場合の連絡体制
は、使用できる言語や連絡先となる者の
所在地も含めて十分に確認しておく。海外
インターンシップについては、出発前後に
担当教員、担当職員と派遣学生との個別
面談を行い、海外渡航時の連絡手段、注
意点等について確認している。
・定時連絡
　海外フィールドスタディ、海外インターンシップいずれも、定期的
に安否確認を行っている。
　海外インターンシップは現地到着時、研修中は週1回を原則、イ
ンタ ンーシップ終了時、および日本帰国時にインタ ンーシップ担当教
職員を登録した専用ML宛に連絡を入れるよう指示している。イン
ターネット環境がない場合には、電話や公用携帯電話へのSMSでも
可としている。これにより、安否確認を行い、定期連絡予定日から
数日たっても連絡の無い場合には、担当教職員から、学生への連絡
を試みる。また、派遣期間が長期にわたる場合は、担当教員がスカ
イプでの面談を取り入れるなど、状況に応じて対応している。
　海外フィー ルドスタディは1日1回を原則として現地より連絡を受け
る。インターネットにアクセスできる場合には引率教員がフィールド
スタディ担当教職員を登録した専用ML宛に連絡をし、インターネッ
トにアクセスできない場合には携帯電話、衛星携帯電話を利用して
担当事務職員宛に連絡、連絡を受けた者が専用ML宛に報告を行う。
インタ ンーシップ同様、数日連絡がとだえる場合にはこちらから現地
へ問い合わせ安否確認を行う。
　帰国後には、緊急連絡先を送付した先に帰国の旨連絡し、資料の
破棄を依頼する。関係部署とより良い関係を築くことで、緊急時の
緊急連絡先携帯カード　表と裏
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適切な対応が可能となると考えている。
参考： 旅行会社や外部団体が企画・募集するプログラムへ参加する学
生の安否確認について
　GLOCOLからの助成を受けて、ある外部団体のプログラムに参加
した学生と、プログラム参加中に連絡がとれなくなったため、実施団
体に問い合わせたところ、個人情報であるため回答できないとの連
絡があった。そこで、旅行会社や外部団体が企画・募集するプログラ
ムへ参加する場合には、旅行会社や外部団体に届ける緊急連絡先に、
GLOCOLも含めておくよう学生に指示している。
